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研究要旨 

今回自己免疫性膵炎におけるIgG4関連下垂体炎の頻度と病態を明らかにするために本研究を行なった。 

 

Ａ．研究目的 

   IgG4関連疾患は多臓器病変を伴うことが多い。

IgG4関連下垂体炎は比較的まれとされているが

その頻度は不明である。これまで私たちはいわゆ

る自己免疫性下垂体炎の中でのIgG4関連下垂体

炎の頻度、病態を明らかにし、報告してきた。今

回自己免疫性膵炎におけるIgG4関連下垂体炎の

頻度と病態を明らかにするために本研究を行な

った。 

Ｂ．研究方法 
 神戸大学附属病院消化器内科でフォロー中の
自己免疫性膵炎 27 名を対象にして、IgG4 関連
下垂体炎のスクリーニングを行なった。 
Ｃ．研究結果 
その結果、18.5%の症例に下垂体形態異常を認め、
１名が典型的な IgG4 関連下垂体炎を呈し、４名
において IgG4 関連下垂体炎の結果生じたと考
えられる empty sella を認めた。 
Ｄ．考察 

これらのことから自己免疫性膵炎におけるIgG

4関連下垂体炎の頻度はまれではないこと、無

症状であっても合併している可能性を念頭に

おく必要があることが示唆された。 

 

本研究は神戸大学医学部倫理委員会の承認のもと

患者さんの同意を得て行った。 

 

Ｅ．結論 

 自己免疫性膵炎におけるIgG4関連下垂体炎の頻

度はこれまで考えられてきたものよりも多い可能

性がある。 
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